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平
成
17
年

岡
垣
町
は
、

行
財
政
構
造
改
革

に
取
り
組
み
ま
す

岡
垣
町
は
昨
年
の
住
民
投
票
の
結

果
か
ら
、
合
併
を
せ
ず
に
、
単
独
町

に
よ
る
自
主
自
立
の
道
を
選
び
ま
し

た
。一

方
、
長
期
化
す
る
景
気
の
低
迷

や
、
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
自
主
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

民
間
の
経
営
手
法
、
コ
ス
ト
感
覚
に

行
政
の
経
費
が
増
額
し
て
い
ま
す
。
人

件
費(

職
員
の
給
与
な
ど)

は
横
ば
い
、
公

債
費(

借
入
金
の
返
済
額)

は
減
少
し
て
い

る
の
に
比
べ
、
主
に
福
祉
事
業
に
か
か

る
扶
助
費
が
、
平
成
12
年
度
と
15
年
度

を
比
較
す
る
と
、
約
96

、
二
億
八
千

万
円
の
増
額(

図
３)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
）
扶
助
費
の
平
成
11
年
度
か
ら
12
年

度
の
減
額
は
、
介
護
保
険
制
度
の
導

入
に
よ
る
も
の
。
平
成
15
年
度
の
増

額
は
、
県
か
ら
町
へ
の
権
限
委
譲
に

よ
る
事
業
費
の
増
を
含
む
。

パ
ー

セ
ン
ト

学
び
、
自
治
体「
運
営
」か
ら「
経
営
」

へ
の
転
換
を
基
本
理
念
と
し
た
、
行

財
政
構
造
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
要
因
で
、
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
３
つ
で
す
。
詳
し
い
分
析

は
、「
参
考
資
料
」過
去
５
年
間
の
財
政
状

況
を
見
て
く
だ
さ
い
。

岡
垣
町
の
人
口
は
緩
や
か
に
増
加(

図

１)

し
て
い
ま
す
が
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
で
地
方
税
が
減
少
し
て
い
ま
す
。(

図

２)

ピ
ー
ク
時
の
平
成
11
年
度
と
15
年
度

を
比
較
す
る
と
、
約
６

、
一
億
六
千

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
削
減
、
補
助
金
・
交

付
金
の
削
減
、
税
源
委
譲
の
３
つ
を
柱

と
し
た
三
位
一
体
改
革
で
す
が
、
現
状

は
地
方
交
付
税
の
削
減
が
先
行
し
て
い

ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
平
成
12
年
度
と
15

年
度
を
比
較(

図
２)

す
る
と
、
約
25

、

七
億
六
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。少

子
高
齢
化
や
地
方
分
権
に
伴
っ
て

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

今
、
な
ぜ
構
造
改
革
に

取
り
組
む
の
か

地
方
税
の
減

地
方
交
付
税
の
減

行
政
経
費
の
増

自自自自
治治治治
体体体体「「「「
運運運運
営営営営
」」」」かかかか
らららら

「「「「
経経経経
営営営営
」」」」へへへへ
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行財政構造改革

(単位：人） 

(単位：百万円） 

(単位：百万円） 
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◆図１　人口の推移 

◆図２　地方税と地方交付税の推移 

◆図３　扶助費の推移 

2,936

2,510

2,661

2,546

2,330

2,464

2,794

2,622

524

298

368
401

581

15年度 14年度 13年度 12年度 

地方税 地方交付税 

11年度 15年度 14年度 13年度 12年度 11年度 

15年度 14年度 13年度 12年度 11年度 

3,089

2,517

厳
し
い
財
政
状
況
が
背
景
に
あ
り
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、「
こ
の
町
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、「
行
財
政
構
造
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
３
つ
で
す
。

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
岡
垣
町
の

行
財
政
を
経
営
す
る
た
め
の
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
定
め
ま
す
。

※
協
働
…
住
民
と
行
政
が
責
任
と
役
割
分
担

を
相
互
に
自
覚
し
、
補
完
・
協
力
し
な
が

ら
、
対
等
の
関
係
で
共
通
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と

歳
入
に
見
合
う
よ
う
に
歳
出
を
抑
制

す
る
た
め
、
民
間
委
託
や
全
て
の
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
定
め
ま
す
。

組
織
機
構
改
革
や
職
員
定
数
削
減
を

基
本
と
し
た
定
員
の
適
正
化
、
職
員
の

活
性
化
を
進
め
る
給
与
制
度
の
見
直
し

な
ど
の
、
組
織
力
を
高
め
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
定
め
ま
す
。

構
造
改
革
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
か

協
働
力
の
強
化

財
政
力
の
強
化

組
織
力
の
強
化

扶助費 生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などの法令に基づいて支出する経費
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行
政
内
に
策
定
本
部
・
策
定
会
議
・

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
住
民
と
の
協
働
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
住
民
代
表
に
よ
る「
構
造
改
革
推

進
委
員
会
」(

仮
称)

を
設
置
し(

図
４)

、
委

員
会
か
ら
の
意
見
や
提
言
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
３
月
ま
で
に
行
政
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
な
ど
で
、
改
革
案
の
骨
格

を
構
築
し
ま
す

○
４
月
か
ら
推
進
委
員
会
と
の
協
議
を
行

い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
策
定
し
ま
す

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
に
対
す
る
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
り
、
９
月
を
め
ど

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
ま
す

策
定
の
各
過
程
は
議
会
に
報
告
を
行

い
、
速
や
か
に
実
行
し
ま
す
。

策
定
状
況
は
、
随
時『
広
報
お
か
が
き
』

や
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今
後
も
、
岡
垣
町
が
元
気
な
町
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
効
率
的
な
地
方
自

治
体
の
確
立
を
目
指
し
、
住
民
と
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
構
造
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
１
）
歳
入

町
が
自
由
に
活
用
で
き
る
地
方
税
と

地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
過
去
５
ヵ
年

を
比
較
す
る
と
８
億
円
以
上
が
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
税
は
11
年
度
を

ピ
ー
ク
に
下
落
傾
向
を
示
し
、
主
な
税

源
で
あ
る
住
民
税
と
固
定
資
産
税
が
厳

し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
、
と
も
に

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
国
の
財
政
再
建
路
線

へ
の
転
換
で
、
12
年
度
を
ピ
ー
ク
に
13

年
度
以
降
は
大
幅
な
減
額
が
続
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
国
の
三
位
一
体

改
革
の
実
施
で
、
大
幅
な
削
減
が
確
実

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
岡
垣
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
大
規

模
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
基
金
か
ら

の
繰
入
金
と
地
方
債
の
借
入
を
有
効
に

活
用
し
、
財
源
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
か

参
考
資
料
　
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況(

表
１
参
照)

◆図４　プログラム策定体制 

【構造改革プログラム策定本部】 
【議　会】 

【構造改革プログラム策定会議】 
－　助役・全課長　－ 

【構造改革プログラム策定プロジェクト】 
－　職員から６人　－ 

－　町長・助役・教育長・収入役　－ 
－　グループリーダー６人※　－ 【（仮）構造改革推進委員会】 

－　住民代表　－ 
（＊平成１７年度から活動） 

【構造改革プログラム策定事務局】 
－　企画政策室　－ 

提言・指示 

協議 

調整 

調整 

報告 

提言・指示 

※複数の課を統括する課長 
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（
２
）
歳
出

人
件
費
や
公
債
費
に
加
え
、
児
童
福

祉
や
障
害
者
福
祉
制
度
の
法
改
正
で
扶

助
費
が
増
加
し
、
極
め
て
硬
直
性
の
高

い
義
務
的
経
費
が
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
伴
う
物
件
費
や
介
護
保
険
制

度
の
導
入
、
下
水
道
事
業
の
進
展
に
よ

る
繰
出
金
の
増
加
な
ど
、
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
経
費
も
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら

れ
、
施
設
な
ど
が
財
産
と
し
て
将
来
に

残
る
投
資
的
経
費
と
し
て
、
サ
ン
リ
ー

ア
イ
第
２
期
事
業(

11
年
度)

や
山
田
小
建

替
事
業(

13
年
度)

、
情
報
プ
ラ
ザ
建
設
事

業
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
、
こ
ど
も
未

来
館
建
設
事
業(

15
年
度)

な
ど
の
大
規
模

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
大
規
模

事
業
を
行
わ
な
い
年
度
も
普
通
建
設
事

業
に
10
億
円
以
上
を
支
出
し
て
い
て
、

投
資
的
経
費
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

（
３
）
収
支
状
況

過
去
５
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に

努
め
つ
つ
、
次
年
度
へ
の
繰
越
金
を
確

保
し
一
定
の
健
全
性
を
保
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税

の
歳
入
が
急
激
に
減
少
し
、
歳
出
で
は

経
常
的
経
費
が
増
加
す
る
中
で
、
こ
れ

ま
で
蓄
え
て
き
た
基
金
か
ら
の
繰
入
金

が
な
け
れ
ば
行
政
運
営
で
き
な
い
と
い

う
状
況
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
今
後
は
、
国
の「
三
位
一
体
改
革
」が

実
施
さ
れ
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
の
減
額
で
、
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

行財政構造改革

◆表１　岡垣町の過去5年の決算状況（普通会計） 
【歳入】 

【歳出】 

（単位：百万円） 

11年度 

地方税 

地方譲与税 

利子割交付金 

地方消費税交付金 

特別地方消費税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税   

交通安全対策特別交付金 

分担金・負担金   

使用料   

手数料   

国庫支出金  

県支出金 

国有提供施設交付金 

財産収入   

寄附金   

繰入金   

繰越金   

諸収入   

地方債   

歳入決算額合計 

人件費  

扶助費  

物件費※注1 

維持補修費 

補助費等※注2 

公債費 ※注3 

繰出金  

積立金  

投資・出資・貸付金  

普通建設事業費※注4  

災害復旧事業費  

失業対策事業費 

2,622 

117 

30 

216 

8 

81 

83 

2,794 

7 

55 

143 

19 

538 

415 

10 

49 

0 

1,070 

380 

279 

981 

9,897

1,486 

524 

937 

70 

1,436 

771 

876 

275 

42 

2,824 

256 

79 

9,576

1,513 

298 

1,124 

88 

1,330 

786 

985 

295 

42 

1,280 

120 

69 

7,930

1,579 

368 

1,073 

43 

1,321 

791 

1,041 

328 

42 

1,990 

156 

72 

8,804

1,480 

401 

1,023 

33 

1,280 

841 

1,135 

19 

43 

1,049 

70 

80 

7,454

1,550 

581 

1,045 

38 

1,298 

623 

1,237 

3 

42 

1,598 

44 

66 

8,125

2,517 

119 

127 

222 

1 

82 

106 

3,089 

6 

25 

153 

21 

477 

390 

10 

36 

0 

14 

321 

289 

347 

8,352

2,510 

120 

152 

212 

0 

79 

103 

2,936 

6 

26 

153 

22 

590 

316 

10 

12 

0 

523 

322 

385 

677 

9,154

2,546 

120 

39 

189 

0 

72 

101 

2,661 

6 

24 

168 

21 

405 

310 

10 

26 

0 

83 

350 

212 

531 

7,874

2,464 

126 

27 

214 

0 

74 

105 

2,330 

6 

20 

166 

20 

799 

371 

10 

6 

0 

151 

320 

100 

1,091 

8,400

12年度 13年度 14年度 15年度 

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 

経
常
的
経
費 
そ
の
他
の
経
費 

投
資
的
経
費 

歳出決算額合計 

収支状況（歳入－歳出） 321 422 350 420 275

※注1）物件費 需用費、備品購入費、委託料の支出に係る経費

※注2）補助費等 負担金・補助及び交付金などの支出に係る経費

※注3）公債費 町が長期的に借り入れた地方債の元利償還金などに係る経費

※注4）普通建設事業費 道路、河川などの公共土木施設、農林水産施設、学校・

公民館・公営住宅などの公共用施設などの新設、増設、改良に係る経費
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税の申告
を

お忘れなく

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
、
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
申
告
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
所
得
が

な
く
て
も
、
必
ず
国
民
健
康
保
険

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業(

営
業
、
農
業
、
漁
業
な

ど)

を
し
て
い
る

○
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え

る
○
給
与
支
払
報
告
書
を
未
提
出

○
給
与
を
日
給
な
ど
で
受
け
て
い

る
○
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
※
主
な
事
業
所
以
外
か

ら
の
給
与
が
20
万
円
以
下
で

も
、
給
与
支
払
報
告
書
が
未
提

出
の
場
合
は
町
県
民
税
の
申
告

が
必
要

○
地
代
や
家
賃
、
配
当
な
ど
の
収

入
が
あ
る

○
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を
受
け

て
い
な
い

○
公
的
年
金
以
外
の
年
金
収
入
が

あ
る

○
２
か
所
以
上
か
ら
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
人
で
所
得
税
を
納

め
足
り
て
い
な
い

○
役
場
か
ら
申
告
案
内
の
は
が
き

が
郵
送
さ
れ
て
き
た

○
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲
渡

所
得
が
あ
る
※
２
月
18
日(

金)

と
21
日(

月)

に
、
岡
垣
町
役
場

で
出
張
受
付
を
し
ま
す
。
こ
の

日
以
外
は
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ

若
松(

税
務
署
申
告
会
場)

で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

譲
渡
関
係
の
申
告
相
談
も
行
い

ま
す
。
申
告
書
が
届
い
て
い
な

い
人
も
相
談
可
。

※
65
歳
以
上
、
平
成
16
年
中
の
収

入
が
公
的
年
金
収
入
だ
け(

二

百
六
十
六
万
円
以
下
、
互
助
年

金
や
不
動
産
収
入
な
ど
が
な

い)

で
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
な
い
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
16
年
分
の
所
得
税
は
、
税

額
の
20

(

上
限
25
万
円)

、
17

年
度
の
町
県
民
税
は
、
税
額
の

15

(

上
限
４
万
円)

が
減
税
さ

れ
ま
す
。

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

受け付け ２月16日(水)から３月15日(火)
午前９時から11時30分、午後１時30分から４時

ところ
○所得税＝役場3階会場・ベイサイドプラザ若松
○町県民税・国民健康保険税＝役場3階会場

確
定
申
告

確
定
申
告
が
必
要
な
人

○国税庁ホームページで、実際に入力して
申告書を作成できます。印刷して若松税
務署に郵送すれば、申告会場に行く必要
はありません。 

○インターネットの電子申告(e-Tax)も利用
してください。その際の公的個人認証に、
住民基本台帳カードが使えます。 
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税
務
署
申
告
会
場
へ
行
け
ば
、

還
付
に
限
り
申
告
期
間
外
で
も
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
　
象

給
与
、
年
金
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
か
ら
所
得
税
を
源
泉

徴
収
さ
れ
た
人
の
中
で
、
左
記
に

あ
て
は
ま
る
人

○
扶
養
親
族
数
に
異
動
が
あ
っ
た

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調

整
を
受
け
て
い
な
い

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
※
本
人

や
家
族
の
医
療
費
で
10
万
円

か
、
合
計
所
得
金
額
の
５

の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額
を
超

え
る
支
払
い
を
し
た
※
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
は

除
く
。
健
康
診
断
や
美
容
整
形

な
ど
は
医
療
費
に
含
ま
な
い

○
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の

被
害
に
遭
い
雑
損
控
除
を
受
け

る
○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
※
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利

用
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し

た
り
、
百
万
円
を
超
え
る
増
改

築
を
し
た
り
し
て
、
12
月
31
日

ま
で
に
入
居
し
た
と
き
。
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
の
申
告
は
、
２
月

２
日(

水)

と
10
日(

木)

に
岡
垣

町
役
場
で
出
張
受
付
を
し
ま

す
。
こ
の
日
以
外
は
ベ
イ
サ
イ

ド
プ
ラ
ザ
若
松(

税
務
署
申
告

会
場)

か
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

パ
ー

セ
ン
ト

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん

○
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

○
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
年

金
、
生
命
保
険
の
支
払
証
明

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の

明
細
書
・
領
収
書

○
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険

料
控
除
を
受
け
る
人
は
、
保
険

料
の
控
除
証
明
書

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

医
療
費
の
支
払
領
収
書
と
明
細

書(

必
ず
人
別
、
病
院
別
、
ひ

と
月
ご
と
に
整
理
し
た
も
の)

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
、
住
民
票
の
写
し
、

登
記
簿
謄(

抄)

本
、
売
買
契
約

書
な
ど
の
家
屋
・
敷
地
の
価
格

が
分
か
る
も
の
、
住
宅
取
得
資

金
の
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明

書
、
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築

確
認
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の

写
し
、
増
改
築
等
工
事
証
明
書

な
ど会

社
員
の
場
合
、
２
年
目
以

降
は
年
末
調
整
で
き
ま
す
。

○
譲
渡
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、

売
買
契
約
書
、
測
量
費
・
仲
介

手
数
料
な
ど
の
金
額
が
分
か
る

書
類

○
配
偶
者
特
別
控
除
の
一
部
変
更

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が

38
万
円
以
下
の
場
合
は
、
配
偶

者
特
別
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
38
万
円
を
超
え
、
76
万
円

未
満
の
場
合
は
今
ま
で
通
り
で

す
。

○
分
離
譲
渡(

家
・
土
地)

の
改
正

・
税
率
引
き
下
げ

・
長
期
譲
渡
所
得
一
般
分
の
特
別

控
除
百
万
円
を
廃
止

・
分
離
譲
渡
所
得
は
、
ほ
か
の
所

得
と
の
損
益
通
算
を
廃
止

・
居
住
用
財
産
の
譲
渡
損
失
の
繰

越
控
除
な
ど

○
非
上
場
株
式(

未
公
開
分)

の
譲

渡
所
得
の
税
率
引
き
下
げ

○
特
定
株
式
譲
渡
割

○
特
定
配
当
割

○
町
県
民
税
で
、
同
居
の
妻
の
均

等
割
非
課
税
を
段
階
的
廃
止

※
平
成
17
年
度
は
半
額
課
税

(

二
千
円)

。
18
年
度
に
全
額
課

税(

四
千
円)

問
い
合
わ
せ
　

税
務
課
ま
た
は
若
松
税
務
署

1
７
６
１
‐
２
５
３
６
へ

所
得
税
の
還
付

申
告
に
必
要
な
も
の

税
制
改
正
で
、
今
回
の

申
告
か
ら
変
わ
っ
た
主
な
点

申告は自書申告で

申告書は自分で記入し提出しましょう。｢申告の
手引き｣に分かりやすく書き方が解説してありま
す。税を理解する上でも、申告書を自分で書いて、
直接税務署へ郵送することをお勧めします。
書き方に自信がない場合でも、確定申告書の右

側の第二表は、必ず自分で記入してください。

還付申告は還付申告センターで
一般の確定申告は混雑が予想されます。還付

は還付申告センターを利用してください。
と　き １月27日(木)から２月４日(金)

午前９時30分から11時30分
午後１時から３時30分
※水・土・日曜日は休み

ところ 遠賀コミュニティセンター

若松税務署職員(または税理士)が岡垣町役場で出張受付をする日 

と　き 内　容 

2月2日(水) 

10日(木) 

18日(金) 

21日(月) 

3月8日(火) 

9日(水) 

10日(木) 

一　般 家・土地の譲渡 

一　般 家・土地の譲渡 

一　般 

一　般 

住宅借入金控除 

住宅借入金控除 

 

農業所得がある人 

日曜日も税の申告ができます!
と き　２月20日・27日
ところ　ベイサイドプラザ若松

(税務署申告会場)
若松区本町2－17
1771－7907



岡垣町防犯協会が、犯罪のない安全で明るく
住みよい地域社会を実現する地域安全運動を推
進する目的で行いました。
広渡助役や防犯協会の委員47人が、町内６

か所でチラシや防犯啓発品を配布し防犯意識の
高揚を訴えました。
みなさんも、犯罪を未然に防ぐために、でき
ることから取り組んでいきましょう。

みんなでつくろう安心の街
12/20年末防犯キャンペーン

さあ、今が出発点
１/10成人式(岡垣サンリーアイ)

▲友人との会話もはずみます

広報おかがき　平成17年1月25日号 8

▲男性175人、女性200人が門出を迎えました

ス
ー
ツ
姿
が
た
く
ま
し
い
で
す

▲

凶
悪
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
気
を
つ
け
て
！

▲



遠賀郡消防本部から吉田卓美さん(鍋田区)が表彰されました。吉田さんは、12
月９日、鍋田溜池で溺れている人を発見し、ロープを使って救助しました。｢当
たり前のことをしただけです。ロープは何かあったときのためにと、いつも車に
積んでいます。人に喜んでもらえるようなことができてよかったです｣と話して
くれました。

この音楽祭は、平成５年度から、子どもたちの元気な歌声や、楽器の演奏が聞こえる明るい町を
目指そうと始まったものです。
町内外から８団体が参加し、合唱や楽器の演奏だけでなく、ミュージカルも行われました。最後
には出演した子どもたち全員がクリスマスソングを合唱しました。日ごろの練習の成果を、ステー
ジ上で力いっぱいに披露し、新鮮で魅力ある音楽を聞かせてくれました。

響
け
！
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

12
／
12
第
11
回
岡
垣
町
少
年
少
女
音
楽
祭

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）

助け合いの心を
１/６適切な救助に感謝状
（遠賀郡消防署）
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丸
太
ん
ぼ
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

▲

式では、遠賀郡内の消防団員が、小隊訓練、ポンプ操法、祝賀放水
を行いました。また、消防活動に貢献した分団や団員が表彰されまし
た。岡垣町内の受賞者を紹介します。(敬称略)
《日本消防協会表彰》功績章 竹井　章　精績章 占部　力
《福岡県知事感謝状》 長畑重弘
《福岡県消防協会表彰》永年勤続 (30年)松本哲夫(25年)田口博雄・
三好　茂(20年)長畑重弘(10年)藤岡健治・吉田正生・福崎孝章・神谷昌宏・廣渡要介・大庭勇二・小野保之・木原幸司
優良団員 宮崎勝浩・篠本晃一・永島康伸・吉浦貴司・田中　栄・松本裕之
《福岡県民火災共済表彰》分団表彰 第２分団　個人表彰 占部　力
《消防協会遠賀支部長表彰》本田裕二・山 知実
《消防団長表彰》秦　啓・川地啓輔・船倉憲一郎・山形英之・篠原英樹・角田真一・田中輝之・福満　博

災害防止活動への誓いを新たに
１/９遠賀郡消防合同出初式(遠賀町総合運動公園グラウンド)

救助の状況を地図上で説する吉田さん ▼
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みんな、プレゼントもらったかな？

12月21日に、岡垣町商工会
青年部でクリスマス事業を行い
ました。今回で３度目です。サ
ンタクロースと一緒に約70件
の家庭を訪問し、用意したプレ
ゼントを渡しました。子どもた
ちはとても嬉しそうで、キラキ
ラした目が記憶に残っていま
す。
【原稿と写真は岡垣町商工会青年部の提供】

参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう！「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者の
ページです。
楽しかったこと、悲しかったことから地域

の活動まで、また、イラスト・4コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233

岡垣町野間1丁目1番1号
岡垣町役場地域づくり課
広報「どくしゃの私書箱」係

※応募はがきに「住所・氏名（紙上匿名も可）・年
齢・電話番号」をお忘れなく

露
う
け
し
山
茶
花
の
花
折
り
取
れ
ば

紅
き
ひ
と
ひ
ら
光
り
つ
つ
落
つ

石
松
　
清
美

ひ
た
ひ
た
と
年
の
瀬
は
く
る
残
る
世
は

素
敵
に
齢
重
ね
ゆ
か
ば
や

橋
本
　
和
子

紅
葉
し
た
は
ぜ
の
葉
小
舟
は
ど
こ
ま
で
も

流
れ
ゆ
く
の
か
少
し
つ
き
合
う

石
松
　
文
子

い
ず
こ
よ
り
湧
き
出
て
来
る
か
寒
ざ
む
と

鉛
色
せ
し
雲
の
寄
せ
来
る

南
里
　
和
昭

影
絵
踏
む
遊
び
は
知
ら
ぬ
塾
通
い

宇
都
宮
福
夫

白
飯
が
恋
し
く
な
っ
た
雑
煮
腹

野
田
　
健
生

茶
碗
酒
今
は
昔
の
語
り
草

大
堂
　
圏
治

窓
越
し
に
や
り
取
り
で
き
る
一
戸
建

工
藤
　
熊
雄

煤
払
う
す
す
よ
り
黒
き
阿
弥
陀
仏

岩
崎
　
要
子

冬
萌
や
城
垣
を
ゆ
く
箒
売
り岸

原
　
邦
代

し
ぐ
る
る
や
人
み
な
急
ぐ
日
暮
ど
き

近
藤
　
笑
香

海
鳴
り
の
地
を
つ
た
ひ
く
る
枯
野
か
な

船
津
丸
て
る
代

川
舟
の
人
も
手
を
振
る
小
春
か
な

末
　
百
合
子

千
畳
の
磯
を
眼
下
に
野
水
仙俵

口
　
益
栄

神
の
留
守
朱
き
鳥
居
を
く
ぐ
り
け
り

沼
田
　
捷
子

流
星
郡
密
か
に
レ
モ
ン
揺
れ
に
け
り

水
城
い
つ
み

歌
仙
図
の
古
り
た
る
社
冬
深
む

俵
口
　
勝
美

猫
の
目
の
闇
に
光
り
て
去
年
今
年

外
村
　
次
子

翔
つ
鷺
の
ひ
か
り
こ
ぼ
せ
し
初
山
河

田
中
　
久
子

残
雪
の
阿
蘇
の
山
々
け
ぶ
り
お
り

寺
田
タ
ツ
子

入
院
の
妻
を
見
舞
え
ば
初
氷
雨

傘
持
た
ぬ
身
に
夕
映
の
射
す

中
原
　
政
平

青
葉
短
歌
会

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

岡
垣
青
嶺
俳
句
会

岡
垣
川
柳
会

一
般
の
作
品

中国慈渓市などへ２度目の海外研修・草の根国際交流

10月に来日した黄家一族、会社代表らとの対話や、産業実
態視察などを目的に、岡垣国際交流協会会員12人で訪問しま
した。
到着した12月８日の夜は打ち上げ花火と大歓迎パーティで
迎えられ、翌日、女性会員が和装し、お茶会を披露しました。
市民もたくさん押しかけてきて、大変にぎやかな文化交流と
なりました。また午後は、岡垣町の各小学校の絵画交換など
を行いました。
10日、市内の主要企業を視察し、11日には、歴史ある大都
市・寧波

ニンポー

も訪問しました。中国の人たちの暖かく親身な案内
で、とても有意義な研修・視察の旅となりました。

【原稿と写真は岡垣国際交流協会の提供】

▼現地の小学生に風力発電の紙模型を紹介し、いっしょに作り
ました
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一人分の栄養価

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

動
脈
硬
化
を
は
じ
め
と
し
た
脳
血
管

の
障
害
で
、
脳
細
胞
が
十
分
に
機
能
を

果
た
せ
な
く
な
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気

の
総
称
で
す
。
脳
血
管
が
破
れ
る「
脳
出

血
」と
脳
血
管
が
詰
ま
る「
脳
梗
塞
」に
大

別
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
、
脳
梗
塞
が
脳

卒
中
の
死
亡
数
の
約
６
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

○
発
症
を
予
防

脳
卒
中
を
起
こ
す
危
険
因
子
で
あ
る

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
、
心
臓
病
、
喫
煙
、

肥
満
、
ス
ト
レ
ス
、
過
度

の
飲
酒
、
運
動
不
足
な
ど

を
取
り
除
く
こ
と
で
発
症

そ
の
も
の
を
予
防
し
ま

す
。

○
前
ぶ
れ
症
状
に
注
意

脳
卒
中
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
前
ぶ
れ
と
な
る

症
状
が
現
れ
ま
す
。
症
状

が
起
き
た
場
合
は
、
し
ば

ら
く
し
て
そ
の
症
状
が
消

え
て
も
病
院
で
受
診
し
ま

す
。
早
め
の
受
診
で
適
切

な
処
理
を
行
い
、
軽
度
で

治
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
リ
ハ
ビ
リ
が
大
切

脳
卒
中
の
死
亡
率
が
低

下
し
た
現
在
、
発
症
後
の
後
遺
症
を
乗
り

超
え
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
脳
が
持
つ
代

償
機
能
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、
残
っ
た
機

能
を
最
大
限
に
活
用
し
後
遺
症
を
最
小
限

に
抑
え
た
り
す
る
た
め
に
、
早
い
う
ち
か

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
で
す
。

予
防
法
と
し
て
最
も
重
要
な
の
が
、

３
大
危
険
因
子
で
あ
る
高
血
圧
・
糖
尿

病
・
高
脂
血
症
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
は
食
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
不

適
切
な
生
活
習
慣
が
病
気
と
な
っ
て
表

面
化
す
る
の
は
、
30
〜
40
歳
代
。
早
い

時
期
か
ら
適
切
な
生
活
習
慣
で
脳
卒
中

を
防
ぎ
ま
す
。

○
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

○
塩
分
摂
取
は
１
日
10

未
満

○
た
ん
ぱ
く
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る

○
野
菜
・
果
物
を
十
分
に
取
る

○
運
動
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る

○
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

○
過
労
や
ス
ト
レ
ス
に
注
意

○
過
度
の
飲
酒
を
や
め
る

脳
卒
中
の
原
因
は
毎
日
の
生
活
の
中

で
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
生
活
を
振
り

返
り
、
脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
洋
子

グラ
ム

２
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す
。
今
回
は
、
生
活

習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
あ
る
脳
卒
中
を
取
り
上
げ
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
日
本
の
死
亡
原
因
と
し
て
長
い
間
第
１
位
を
占
め
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
が
ん
や
心
臓
病
に
次
ぐ
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡

数
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
患
者
数
が
減
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
30
歳
代
、

40
歳
代
と
い
っ
た
若
い
人
の
発
症
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
後
遺
症
の
問
題
、

高
齢
者
で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因
の
約
３
割
を
占
め
る
こ
と
な
ど

を
考
え
る
と
油
断
で
き
な
い
病
気
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脳
卒
中
と
は

予
防
す
る
た
め
に

生
活
改
善
で
防
ぐ
脳
卒
中

第151回ヘルシークッキング

糖尿病を予防しよう
①きのこ入りマーボー豆腐
②かんてんの中華風酢の物

≪①の材料4人分≫
○木綿豆腐１丁(300ｇ)○豚ひき肉160
ｇ○しょうゆ小１○白ネギ1／3本○シ
ョウガ１かけ○エリンギ150ｇ○シメ
ジ100ｇ○ごま油大１○豆板醤小２○
Ａ＝しょうゆ小２・鶏ガラスープの素
小１・水300cc○Ｂ＝かたくり粉小
３・水小３○小ネギ適量

≪①の作り方≫
①　豆腐は1.5cmくらいに切り、水切
りをする

②　ひき肉にしょうゆを混ぜる
③　エリンギは1.5cm角くらいに切り、
シメジは石突きをとり小さく分ける

④　フライパンにごま油を熱し、ショ
ウガ、白ネギ、ひき肉をいためる

⑤　エリンギ、シメジ、豆腐を加えい
ためる

⑥　豆板醤、Ａを加え弱火で煮る
⑦　Ｂでとろみを付ける
⑧　小ネギを小口切りにし、器に盛っ
たマーボー豆腐に飾る

≪②の材料4人分≫
○棒かんてん15ｇ○キュウリ１本○塩
少々○エノキ100ｇ○ラディッシュ３
個○卵１個Ａ＝酢大２1/2・塩小1/3・
砂糖小2/3・ごま油小2/3・しょうゆ
少々

≪②の作り方≫
①　かんてんは水につけてもどしよく
絞って食べやすい大きさにちぎる

②　キュウリはへたを取り、縦半分に
切ってから斜め薄切りにし、塩少々
を振ってしんなりしたら水気を絞る

③　えのきは根元を切りばらばらにほ
ぐし、さっとゆでる

④　ラディッシュは薄切りにする
⑤　卵は割りほぐして塩少々を加え、
鍋でいり卵をつくる

⑥　ボウルにＡを入れて混ぜ、①・
②・③・④を加えよく混ぜる

献立①
エネルギー169kcal 脂肪9.4g タンパ
ク質14.8g 塩2.1g カルシウム103mg
鉄分2.1mg 繊維3.9g

献立②
エネルギー37kcal 脂肪2.6g タンパク質
2.7g 塩0.8g カルシウム42mg 鉄分
1.1mg 繊維5.1g

① ②

【
前
ぶ
れ
症
状
】
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排
水
設
備
責
任
技
術
者
の
新
規

登
録
希
望
者
や
、
現
在
登
録
し
て

い
る
人
で
有
効
期
間
が
平
成
17
年

３
月
31
日
ま
で
の
人
を
対
象
に
、

登
録
受
付
を
行
い
ま
す
。
必
要
書

類
な
ど
は
下
水
道
課
で
配
布
し
ま

す
。

受
付
期
間

２
月
１
日(

火)

か
ら

10
日(

木)

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
へ

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
い

ま
せ
ん
か
？
産
業
医
科
大
学
の
永

渕
先
生
の
講
演
で
す
。
無
料
。

と
　
き

２
月
25
日(

金)

午
後
２

時
か
ら
４
時

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
1
２
０

１
‐
４
１
６
４

三
位
一
体
改
革
と
は
？
今
後
の

〝
県
、
市
町
村
〞
の
行
方
は
？
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
ど
う
な

講

演

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

役　　場
教育委員会

1282―1211
ひとにいい

き　さ　ら　ぎ

如月如月ののももよよおおしし・・おおししららせせ

お
し
ら
せ

新しい民生委員・児童委員が決まりました

下
水
道
排
水
設
備
責
任

技
術
者
の
登
録(

新
規
・
更
新)

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー

あ
す
ば
る
審
議
会
等
女
性
委
員

交
流
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

地域福祉の増進のために活動する民生委員・児童委員の氏名(敬称略)と担当地区です。任期は平成16年12月1

日から平成19年11月30日までです。

●村田和久(波津・湯川)●石川勝義(原・内浦)●占部ヨシヱ(手野)●田中勝繁(新松原・三吉団地)●花田教明(三吉)●許斐冨士

男(吉木古小路※什王堂除く、矢口)●藤岡和子(吉木倉丸、安川)●御園千鶴(吉木正矢口)●大谷享子(塚原)●小早川文子(高塚)

●深田明俊(高倉・上高倉)●廣渡正彦(元松原・西黒山・什王堂)●渡邉　勝(松ヶ台)●渡邉エミ子(糠塚・東黒山)●力武憲人

(山田・山田峠)●古家マリ子(西山田)●山内静子(東山田)●馬場徳子(南山田)●梅野隆義(茅原)●柳井　勝(緑ヶ丘)●友納義明

(緑ヶ丘)●白石壽彦(高尾)●佐々木美和子(旭西)●田篭朱美(旭中)●近藤サハ子(旭東)●久保田毅(旭南)●弓削トミカ(東松原)●

前鶴千枝子(東松原)●土屋勝子(高陽上)●江藤和生(高陽下)●西谷里二(百合ヶ丘)●堤　規(鍋田)●嶋田イツ子(鍋田)●佐野ムツ

子(西高陽)●中村タカ子(西高陽)●久保園志都子(東高陽)●藤原一子(南高陽)●竹石節男(戸切)●大野　繁(戸切百合野)●樽見千

代美(戸切白谷※一部除く)●石松清美(上海老津・戸切白谷の一部)●木原　覺(東海老津・新海老津※県道南側)●梅田博子(新

海老津※県道北側)●三浦美治香(海老津)●赤星康惠(海老津)●吉田春枝(野間一区)●眞 弘子(野間二区)●白石博子(野間三区

※一部除く)●鈴木幸子(野間三区※一部除く)● 野宏一(野間四区)●山本壽賀子(公園通り中)●中山浅美(公園通り西)●松田

文子(龍王団地)●神谷ケイ子(主任児童委員)●花田悦子(主任児童委員)
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出
会
え
る

た
く
さ
ん
の
仲
間
。

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
盛
り
だ
く
さ

ん
！
入
場
無
料
。

と
　
き

２
月
13
日(

日)

午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
　
象

乳
幼
児
と
小
学
生
、
そ

の
保
護
者

問
い
合
わ
せ

岡
垣
こ
ど
も
ま
つ

り
実
行
委
員
会(

木
村)

1
２
８

２
‐
９
８
１
９(

川
原
※
夜
間
だ
け)

1
２
８
３
‐
１
４
６
４
へ

対
　
象

平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
満
３
か
ら
５
歳
で
、
聴
覚
障
害

で
聞
こ
え
や
言
葉
の
発
達
で
困
っ

て
い
る
幼
児

締
め
切
り

２
月
４
日(

金)

選
考
会

３
月
７
日(

月)

午
前
９

時
30
分
か
ら
11
時

問
い
合
わ
せ

県
立
直
方
聾
学
校

1
０
９
４
９
‐
２
６
‐
５
３
５
１
へ

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

２
月
11
日(

金)

午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

管
正
範(

ピ
ア
ノ)

曲
　
目

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
Ⅰ
・

Ⅱ
ほ
か

※
入
場
無
料

第
11
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ

文
化
講
座
文
化
祭

【
作
品
展
示
会
】

と
　
き

３
月
４
日(

金)

か
ら
６

日(

日)

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

※
一
部
は
午
後
５
時
ま
で
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で

【
生
花
展
示
会
】

と
　
き

３
月
５
日(

土)

か
ら
６

日(

日)

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

【
芸
能
祭
】

と
　
き

３
月
６
日(

日)

午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
30
分

※
呈
茶
席
・
即
売
会
・
体
験
会
・
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
実
施
し
ま

す

情報プラザ人の駅 1281 ― 2005
こども未来館 1281 ― 5501
岡垣サンリーアイ 1282 ―1515
シルバー人材センター1282 ―4688

いこいの里・社会福祉協議会1283 ― 2940
いこいの里在宅介護支援センター1283 ― 0033
岡垣在宅介護支援センター1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター1282 ― 5103

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
町 民 武 道 館 1282 ― 6111

る
か
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。
無
料
。

と
　
き

２
月
19
日(

土)

午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

(
春
日
市)

講
師

溝
越
　
明(

西
日
本
新
聞

社
論
説
委
員)

※
託
児
有
り
。
要
予
約

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ

す
ば
る
」1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
１

２
６
１
へ

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
！
き
っ
と

愛愛
のの
心心
づづ
かか
いい

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
12
月
受
付
分
ま
で
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
　
早
川
喜
四
郎
　
様
（
高
倉
）

故
　
早
川
　
愛
子
　
様
　
65
歳

○
　
大
山
　
竹
美
　
様
（
高
陽
）

故
　
大
山
　
敏
春
　
様
　
79
歳

○
　
武
内
　
惠
子
　
様
（
野
間
二
）

故
　
武
内
　
英
幸
　
様
　
58
歳

○
　
白
水
　
博
實
　
様
（
吉
木
）

故
　
白
水
キ
ヨ
ノ
　
様
　
100
歳

○

井
　
和
夫
　
様
（
北
九
州
市

）

故

井
キ
ク
ヨ
　
様
　
92
歳

○
　
鈴
木
　
哲
夫
　
様
（
高
倉
）

故
　
大
村
　
露
子
　
様
　
98
歳

○
　
白
柿
　
允
子
　
様
（
野
間
一
）

故
　
白
柿
　
　
亘
　
様
　
74
歳

○
　
本
　
　
孝
志
　
様
（
野
間
一
）

故
　
本
　
　
勝
人
　
様
　
64
歳

○
　
古
岡
ヤ
ス
子
　
様
（
上
海
老
津

）

故
　
古
岡
　
　
博
　
様
　
81
歳

○
　
中
原
フ
ジ
ヱ
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
中
原
　
諄
次
　
様
　
87
歳

○
　
吉
田
　
生
男
　
様
（
内
浦
）

故
　
黒
木
　
ヨ
シ
　
様
　
89
歳

○
　
占
部
フ
ジ
ノ
　
様
（
内
浦
）

故
　
占
部
　
義
秀
　
様
　
70
歳

○
　
門
司
　
京
子
　
様
（
吉
木
）

故
　
門
司
　
輝
子
　
様
　
74
歳

○
　
谷
合
　
義
昭
　
様
（
緑
ヶ
丘
）

故
　
谷
合
　
明
美
　
様
　
64
歳

○
　
辻
　
　
　
務
　
様
（
戸
切
）

故
　
辻
　
キ
ヨ
ノ
　
様
　
92
歳

○
　
下

豊
　
様
（
野
間
二
）

故
　
牟
田
　
武
夫
　
様
　
75
歳

○
　
川
野
　
蓉
子
　
様
（
東
松
原
）

故
　
川
野
　
清
弘
　
様
　
80
歳

○
　
早
川
　
　
悟
　
様
（
戸
切
）

故
　
早
川
ヨ
シ
コ
　
様
　
89
歳

○
　
森
　
　
京
子
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
小
川
ヤ
ヱ
子
　
様
　
85
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
白
柿
　
允
子
　
様

○
　
占
部
フ
ジ
ノ
　
様

○
　
白
水
　
博
實
　
様

○
　
早
川
　
　
悟
　
様

催

し

募

集

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り

直
方
聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者

お
詫
び
と
訂
正

『
広
報
お
か
が
き
』１
月
10
日

号
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
愛
称

決
定
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。「
来
年
の
４
月
か
ら
発
車

し
ま
す
」と
記
載
し
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、「
今
年
の
４
月

か
ら
発
車
し
ま
す
」で
す
。
深
く

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

町議会議員
補欠選挙の結果

12月21日に告示された町長選挙と同時に行われた町
議会議員補欠選挙は、無投票で太田強さんが当選しまし
た。

合併が見送られ、単町で
の町政課題は、将来に向け
ての財政基盤の確立と思い
ます。厳しい財政改革を強
いられる中、町民が願って
いる｢住みよい岡垣のまちづ
くり｣をどうするのか、町民
の声を十分に聞いて、民間
会社で40年間培ったノウハ
ウを生かしたいと思ってい
ます。全力でがんばります。太田　強(63歳)

無所属・手野区



1 
（火） 

2 
（水） 

3 
（木） 

4 
（金） 

5 
（土） 

6 
（日） 

7 
（月） 

8 
（火） 

9 
（水） 

10 
（木） 

11 
（金） 

12 
（土） 

13 
（日） 

14 
（月） 

駅前ぎゃらりー 
2月上旬  
……『海老津駅開業記念展』  
2月下旬  
……『ストレッチ編み 
　　　　　岡垣教室作品展』 

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30
 

３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

20
受
付 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
管
正
範(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
 

子
育
て
相
談(

こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30 
自
由
広
場(

こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30
 

４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

15
受
付 

７
か
月
児
健
診(
い
こ
い
の
里)

13:

15
〜
13:

30
受
付 

〜
８
日
サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
サ
ン
リ
ー
ア
ー
ト
作
品
展
」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ) 

9:

00
〜
18:

00(

最
終
日
は
17:
00
ま
で)

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
・
教
育
長
杯(

町
民
体
育
館)

9:
00
〜
13:

00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00
 

お
も
ち
ゃ
病
院(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
16:

00 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

卓
球
連
盟
・
選
手
権
大
会(

町
民
体
育
館)

8:

00
〜
18:

00   

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
峰
生
会(

藤
扇
峰
生)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

20

2
月
分
し
尿
収
集
日
程
表
 

人
頭
制（
普
通
式
・
無
臭
式
）　
従
量
制（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

大
　
型
　
車
 

小
　
型
　
車
 

1234567891011121314151617181921222324252628 27

サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 2月の行事予定 

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
・
月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

波
津
 

湯
川
、原
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、塚
原
 

塚
原
 

三
吉
、吉
木
 

三
吉
 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 

内
浦
、手
野
、西
黒
山
、東
黒
山
 

手
野
、新
松
原
、東
山
田
、海
老
津
、上
畑
 

高
陽
、東
高
陽
、戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、海
老
津
 

内
浦
、高
倉
、海
老
津
、野
間
 

波
津
 

三
吉
団
地
、三
吉
 

三
吉
団
地
、手
野
、新
松
原
 

手
野
、内
浦
、原
、新
松
原
 

上
高
倉
、高
塚
、糠
塚
 

高
倉
、吉
木
 

三
吉
、吉
木
 

野
間
三（
高
倉
団
地
、西
鉄
団
地
）、山
田
、山
田
峠
、東
松
原
、 

百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高
陽
、東
海
老
津
、海
老
津
、新
海
老
津
、 

西
高
陽
、東
高
陽
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 

東
黒
山
、西
黒
山
、糠
塚
、海
老
津
 

糠
塚
、吉
木
、高
倉
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、高
倉
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、海
老
津
、上
畑
、 

野
間
一
、野
間
四
、西
山
田
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、高
塚
、塚
原
 

高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、野
間
二
、野
間
三
、野
間
四
、 

桜
台
、山
田
、西
山
田
、東
山
田
、南
山
田
、茅
原
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15 
（火） 

16 
（水） 

17 
（木） 

18 
（金） 

19 
（土） 

20 
（日） 

21 
（月） 

28 
（月） 

22 
（火） 

23 
（水） 

24 
（木） 

25 
（金） 

26 
（土） 

27 
（日） 

2月の行事予定 町イベントなど　　健診・相談など 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら 

見
渡
せ
ば
　
た
く
さ
ん
あ
る
よ
　
税
の
あ
と
　
　
川
崎
　
利
枝 

2月の納期 大型家庭ごみ収集日程 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 

○国民年金保険料……2月分 
○保育料………………2月分 
○町営住宅家賃………2月分 
○固定資産税…………4期分 
○国民健康保険税……9期分 

遠賀郡消防署　1293－1231へ 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　13:30～16:00 

　4日(金)いこいの里 

　18日(金)東部公民館  

　25日(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 

　4日(金)・25日(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　4日(金)いこいの里 

　25日(金)いこいの里 

その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　 　　　　　　　） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制(

企
画
政
策
室)

」(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
14:

00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:
20
受
付 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」(

役
場)

9:

00
〜
12:

30
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
板
橋
真
理
・
戸
倉
奈
央
子(

ピ
ア
ノ
連
弾)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ) 

18:

30
〜
19:

00 

登
山
連
盟
・
海
蔵
寺
御
開
帳
見
学
、湯
川
山
登
山
9:

00
〜
15:

00 
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:
30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊(

勝
た
け
し)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

家
庭
教
育
講
座(

東
部
公
民
館)

19:

00
〜
21:

00  

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
農
事
セ
ン
タ
ー
散
策(

小
倉
南
区)

8:

00
〜
16:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

松
井
歌
謡
教
室)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
６
回
オ
ー
プ
ン
大
会(

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ)

9:

00
〜
18:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
新
若
峰
流(

若
峰
寿
洋)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
元
気
を
出
し
て
　
Ｇ
Ｏ
！！
寒
さ
に
負
け
ず
に
　
ミ
ニ
運
動
会
」 

(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
11:

30
 

劇
団
飛
行
船「
楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家
」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

①
10:

30
②
13:

30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流(

英
聖
旗)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  
 

第
1

第
4

第
2

第
3

水 

木 

水 

木 

水 

木 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糖塚、 
山田 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」を見てください 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

上畑、海老津 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、 
三吉団地、原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、 
西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

人頭制月２回小型 
汲取り収集地区 

従量制月２回大型 
汲取り収集地区 

A（1回目） 

B（2回目） 

A（1回目） 

B（2回目） 

C（3回目） 

従量制月２回小型 
汲取り収集地区 
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16,710人(＋21)

15,098人(＋48)

（12月末）

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　12月分 

事故件数（件） 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

遠賀郡消防本部 
10180-999-998

105
113

1
1

31,808人(＋69)

11,589世帯(＋50） 

17 

0 

2 

18

196 

0 

13 

233

29 

0 

2 

36

176 

2 

11 

221

11月 

11月 

内149人は外国人 

内64世帯は外国人世帯 
（　　）は前月との比較 

女性…… 
男性…… 
 

出生…18人 
転入…144人 

まちの広さ……………48.51km2

死亡…29人 
転出…64人 

明けましておめでとうございます。今年も昨年同様、『広報

おかがき』に全力で取り組みます。よろしくお願いします。

１月10日、成人式の取材に行きました。女性の華やかさと

男性のたくましさ、久しぶりに会った友人との会話。そのいき

いきとした姿に、私は撮影することを忘れ、雰囲気に酔いしれ

そうになりました。新成人に元気と若さをもらい、よし、がん

ばるぞという気持ちになった一日でした。そう感じるというこ

とは、私自身が年をとったということでしょうか。

年をとることは仕方ないことですが、気持ちを若く保とうと

することは自分次第です。若い人たちの元気と、大人の魅力で

あるダンディーさを併せ持つ人になれたら…これから目指した

いところですね。 (竹森)

明けましておめでとうございます。広報おかがきがより良い

ものになるように、今年も努力したいと思います。

さて、今号特集している税の申告。私自身も一度確定申告の

経験があり、今の職場の先輩に申告の受付をしてもらったこと

をよく覚えています。現在では国税庁のホームページを利用す

ることで、会場に行かなくても申告できるそうです。

インターネットはとても便利なもので、岡垣町公式ホームペ

ージでは広報おかがきのバックナンバーを見ることができま

す。昭和37年10月の第1号から、最新号まで見ることができ

ますので、想い出を振りかえってみてはいかがでしょうか？

（村上）

ホ
ッ
ト
な
話
題 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

緒
戦
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
の
占
領

な
ど
、
日
本
軍
は
優
位
に
戦
い
を
進
め

た
が
、
そ
れ
は
連
合
軍
側
の
準
備
が
整

わ
な
い
中
で
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二(

昭
和
十
七)
年
の
４
月
に

は
、
早
く
も
ア
メ
リ
カ
軍
機
に
よ
っ
て
、

東
京
や
名
古
屋
、
神
戸
な
ど
が
爆
撃
を

受
け
た
。
そ
こ
で
、
日
本
軍
は
、
ア
メ

リ
カ
の
反
撃
拠
点
で
あ
る
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
島(

ハ
ワ
イ
の
西
北
に
位
置)

を
攻
略
す

る
こ
と
に
し
た
。

６
月
５
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
付
近

で
、
日
本
軍
の
連
合
艦
隊
と
、
ア
メ
リ

カ
太
平
洋
艦
隊
と
で
、
戦
闘
が
行
わ
れ

た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
と
い
う
。

こ
の
海
戦
で
、
日
本
軍
は
事
前
に
日

本
軍
の
作
戦
を
察
知
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
軍
の
先
制
攻
撃
を
受
け
、
体
制
が
整

わ
な
い
ま
ま
、
大
き
な
敗
北
を
喫
し
た
。

こ
の
大
敗
は
そ
の
通
り
に
報
道
さ
れ
ず
、

戦
後
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
以
後
、
日
本
軍
の
戦
い
は
、
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
の
山
田
国
民
学
校
は
、
炭

鉱
の
関
係
で
、
児
童
数
が
増
え
て
い
た
。

一
九
四
二
年
の
児
童
数
は
、
約
九
百

人
だ
っ
た
。
そ
の
年
の
５
月
に
は
、
増

築
の
新
校
舎
が
落
成
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

講
堂
を
仕
切
っ
て
、
教
室
と
し
て
使
用

し
て
い
た
。

糠
塚
在
住
の
籏
生
直
子
さ
ん
と
石
松

正
代
さ
ん
は
、
一
九
四
四
年
３
月
に
同

校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時
の
思
い
出
を
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

遠
足
は
、
金
毘
羅
山
、
隆
守
山(

吉
木)

、

城
山
、
武
丸
の
正
助
さ
ん
、
宗
像
大
社

な
ど
に
行
っ
た
。
修
学
旅
行
は
な
か
っ

た
。５

月
27
日
の
海
軍
記
念
日
に
は
、
浜

(

海
辺)

で
運
動
会
が
あ
っ
た
。
帰
り
に
は
、

砂
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
学

校
の
砂
場
ま
で
運
ん
だ
。

５
〜
６
年
で
は
、
高
原
先
生
か
ら
、

ナ
ギ
ナ
タ
の
指
導
を
受
け
た
。

正
月(

１
月
１
日)

、
紀
元
節(

２
月
11

日)

、
天
長
節(

４
月
29
日)

、
明
治
節(

11

月
３
日)

は
、
晴
れ
着(

着
物)

を
着
て
、
登

校
し
た
。
校
長
先
生
が「
教
育
勅
語
」を
朗

読
さ
れ
る
の
を
聞
い
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
し
た
。
正
月
の
歌
は「
年
の
始
め
の

た
め
し
と
て
、
終
わ
り
な
き
世
の
め
で

た
さ
を
、
松
竹
た
て
て
門
ご
と
に
、
祝

う
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ
」と
歌
っ
た
。

敬
老
会
が
、
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
。

家
か
ら
野
菜
を
持
っ
て
い
き
、
先
生
が

料
理
を
さ
れ
、
そ
れ
を
手
伝
っ
た
。

勤
労
奉
仕
で
、
上
畑
の
出
征
兵
士
の

家
に
行
き
、
苗
取
り
や
苗
運
び
を
し
た

こ
と
も
あ
る
。

出
征
の
兵
隊
さ
ん(

兵
士)

送
り
や
英
霊
え
い
れ
い

(

遺
骨)

迎
え
に
、
た
び
た
び
、
学
校
か
ら

海
老
津
駅
ま
で
行
っ
た

春
と
秋
の
彼
岸
に
は
、
部
落
内(

区
内)

の
戦
死
者
の
お
墓
参
り
を
、
先
生
の
引

率
の
も
と
に
行
っ
た
。
お
礼
に
鉛
筆
な

ど
を
頂
い
た
。

当
時
は
塩
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
一

升
ビ
ン
を
持
っ
て
海
へ
行
き
、
潮
水
を

汲
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
料
理
に
使
っ
た
。

浜
で
潮
水
を
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
て
、
塩

づ
く
り
を
し
て
い
た
大
人
も
い
た
。

遊
び
は
、
縄
跳
び
、
お
た
す
け
、
登

り
棒
、
お
は
じ
き
、
お
手
玉
な
ど
を
し

て
い
た
。
お
は
じ
き
は「
か
た
い
し
」(

椿

の
実)

を
使
っ
た
。「
か
た
い
し
」が
当
た
る

と
、
い
い
音
が
し
た
。
お
手
玉
は
ジ
ュ

ズ
ダ
マ
や
小
豆
あ
ず
き

の
屑く
ず

な
ど
を
使
っ
て
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
。

入
江
　
東
樹
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岡
垣
の
教
育(

太
平
洋
戦
争
期)

〜
山
田
小
学
校
①
〜

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
１
０
０
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ミッドウェー海戦を報じた新聞


